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Abetract: what is Gwenllian like?Gerald Of wales depicted her as

a warhke wOman in his あ ″r“θy′力rο ュ曇 Ⅳa′θθ and One recent
study shOws she is the authOr of the Fο″r Bra″ο力θθ οr rhθ
Maムむοノο

".so Which is the true Gwenllian, a warlike wOman
warriOr or a wonderful storyteller?

Gwenllian cOuld be cOmpared to BOudica,the warriOr queen of

the lceni who led a revolt against the Romans in AD 61. Like

Boudica, Gwenllian fOught against the Normans but she did nOt

fight because she was aggressive or nlilitant rather it was a Celtic

traditiOn fronl the age Of BOudica that she shOuld ight as a leader

of the welsh army. This suggests that the wOmen's positiOn in

Welsh medieval society was not necessarily inferiOr Or submissive

but was rather highly regarded.

ブ レコンの助祭 長 で あ り、ヘ ン リー 2世 の外 交 官 で もあ つた ギ ラル

ドゥス・カ ンブ レンシス (ウ ェール ズの ジェ ラル ド)は 、彼 の著書『 ウ
ェール ズ紀行 』 の 中で、南 ウェール ズの ウェール ズ人 君主 グ リフィー

ズ・アプ 。リー スの妻 グ ウェ ンス ィア ン (1098?-1136)が 、夫 の留守 に、

宿 敵 の ノル マ ン人城 主モ リス・ ド・ ロン ドレス に戦 い を挑 み、敗 れ 、

首を勿Jね られたと記 している。彼は、その記述において、グウェンス

ィアンはアマゾン族の女王ペンテシレイアのように、「馬にまたが り、

軍勢の先頭に立って出撃 して行つた」と記述 し、彼女を好戦的な女戦
士 として描いている。 しか し彼は、なぜ彼女が戦 うに至ったかとい う

理由は述べていない。伝説によれば、彼女はモ リス・ ド・ コン ドレス

の策略に嵌 り、やむなく自衛のため戦つたのだとい う。

ギラル ドゥスは、グウェンスィアンをペンテシレイアに例えたが、

彼女の真の姿は、西暦 61年 にローマ軍に対 し反乱を起こしたイース
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卜・アング リアのイケニ族 の王妃ブーデ ィッヵにむ しろ近かった。ブ~デ イッカの蜂起の理 由は、夫の死後、彼女の国上を奪い、娘たちを
陵辱 した ローマ軍退役兵士に復讐す るためであった。ブーディッヵは
部族会議で反乱の指導者に選ばれた。ブーディッカに率い られたブ リ
トン人は、最初は大勝利 を納 めたものの、最後の決戦 に敗れ、約 10
万人のブ リ トン人が殺 され、ブーデ ィッヵは毒を仰いで 自殺 した とぃ
う。

口~マ の歴史家ディオ・カ ッシゥスはブーディッヵを、男性の着 け
る トークや、男性の衣装であるチュニ ックゃマン トを着て槍 を振 る う
女戦士 として、男性的イメージをことさら強調 して描いている。一方、
歴史家タキ トゥスによれば、ブーデ ィッヵは最後の決戦にあた り、ブ
リトン人のひ とりひ とりに、「ブ ッ トン人は昔か らよく女性の指揮の下
に戦争をしてきた・… 私は王家の一員ではな く人民のひ とりとして、
奪われた 自由と、鞭で打たれた体 と、凌辱 された娘の貞節 のため、復
讐す るのである 。・・ これがひ とりの女 としての決心である。男 らは
生き残つて奴隷 となろ うと、勝手である」 と訴えた と言 う。 このタキ
トゥスの伝 えるブーディッヵの言葉 を信 じるな ら、ここに表明 されて
いるのは、あくまで も女性 としての立場か らの戦 う理 由と、復讐への
強い意志である。ブーディッカは決 して男性 の代役ではない。
グウェンスィアンはベンテシレイアやブーディッヵと同様に筆を率

いて戦った。ギラルドゥスは女性が軍を指揮するということに興味を
もつたのかもしれないが、ブーディッヵの言葉 にみ られ るよ うに、ブ

リ トン人は、昔か らよく女性の指揮の下に戦争 をしてきたのであった。
それはひ とつの伝統であ り、それは looo年以上 も後のグエ ンスィア
ンにその力 を及ぼ したのである。ブーデ ィッヵ とグゥェンスィアンに

は、ブ リ トン人 としての同 じ血が流れているのは言 うまでもない。
グウェンスィアンが軍を指揮 したのは、彼女の好戦的な個性 による

「個人」の問題ではな く、ブ リ トン人の 「伝統」によるもの と言 つて

もよいが、それはまた当時の ウェールズ社会における女性の高い社会

的地位 と無関係ではない。男女の権利 に関 しては、当時の ウェールズ

の法律は、他の国々の法律 よ りも、はるかに男女平等 に近いものを実

現 していた。ハ ウエル・ザーの法 として知 られ るウェールズの法律や、
「マ ビノギ」 とい う中世 ウェールズ英雄物語に、このことがはっき り

と見て取れ る。 したがつて中世のウェールズでは、女性や妻の立場は

必ず しも劣悪なもので も、また服従的な ものでもなく、かな りの主導
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権 を発揮できる立場であつた とい う。 したがって、グウェンスィアン
の とった行動は、当時のウェールズにあってはとくに奇異なものでは

な く、王妃 または妻 に与え られていた権能の一部であった と理解すべ

きであろ う。好戦的 としてのみ片づけられたのでは、グゥェンスィア
ンは浮かばれないであろ う。

では、グウェンスィアンは本 当に「好戦的」な女性であったのだろ う

か。それ を示す記述は何 もない。彼女の性格を示す資料は、ギラル ド

ゥスの語 るものを除いて何 もないのである。 このよ うに謎 に包まれて

いるグウェンスィアンであるが、彼女を 「マ ビノギ」の著者だと推定

す る学者 もいる。『 中世 ウェールズ文学0～茜θ
"′

″e■s力 Ittιθra`“′θ
,

1997)』 の著者 Andrew Breezeは その理由を数多 く列挙 しているが、

その主なものを挙げると、まず彼 は 「マ ビノギ」の著者が平L児 や幼児

に、また子育てに愛情 あふれ る眼差 しを向けていることに着 目し、著

者は女性であ り、従来の修道士著者説 をしりぞける。次に、「マ ビノギ」
の著者 は北 ウェールズやアイル ラン ドの知識は豊富だが、南 ウェール

ズの知識 に欠 けるところがあるとし、その理 由は著者が北 ウェールズ

出身者であ り、南 ウェールズに移 り住んだ者だか らだ と言 う。さらに、
「マ ビノギ」には南 ウェールズに覇権 を樹立 しようとす るダヴェ ド国
の意図が強 く読み取れ るが、それはグウェンスィアンの夫 グリフィー

ズの意思で もあつた とする。加 えて、その著者 はウェールズ法に詳 し

いことか ら、宮廷の文化に詳 しく、王家に繋がる人物 と考 える。 しか

し、「マ ビノギ」の物語の組み立てが稚拙であることか ら、著者は吟唱

詩人のよ うなプロではなく、素人であると Breezeは考 える。これ らか

ら導きだ され る結論は、「マ ビノギ」の著者は北 ウェールズ王家に生ま

れ、結婚 して南 ウェールズに住んだグウェンスィア ンだ と言 うのであ

る。 しか し、これ らはすべて推論であ り、状況証拠 に過 ぎず、 グウェ

ンスィアンを 「マ ビノギ」の著者 と断定する明確 な証拠はない。

しか し、 この説 をひ とつの可能性 として考 えるとき、ギラル ドゥス

の言 う好戦的な女戦士 としてのグウェンスィアンと、幻想 に溢れた英

雄物語の著者 としてのグウェンスィアンの間には大 きな隔た りがある。

真実が どの辺 りにあるのか、それは軽々 しくは言 えないが、そのどち

らを取ろ うと、またその両者が混 じり合つたグウェンスィアン像 を描

こうと、そ こには中世 ウェールズの強い意志 と決断力 をもち、豊かな

想像力 と感受性 を有 した女性 を見いだす ことができるのである。
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